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小平グリーンロードウォークと
収穫祭

◆小平グリーンロードウォーク
と　き　11月23日（金・祝）　雨天決行（荒天中止）
受　付　午前10時15分〜11時15分　あじさい公園
※受付後、随時スタート。ゴール受付は、午後2時30分まで。
コース　あじさい公園−狭山・境緑道−回田道−玉川上水緑道−中央
公園　約5㌔㍍、1時間15分程度　申込み　当日、受付へ
◆収穫祭
と　き　11月23日（金・祝）　午前10時〜午後3時　ところ　中央公園
内　容　小平産野菜の直売、模擬店ほか
主　催　小平市グリーンロード推進協議会、西武鉄道㈱、小平市
協　力　JA東京むさし小平地区青壮年部、小平市観光農業協会、
小平商工会

◆小平ふるさと鉄道に乗ろう
小平をテーマに造形作家の辻蔵人さんと子どもたちが制作したアート電車が、
小平ふるさと村に来たお客さんを乗せて運行します。
と　き　午前11時〜午後3時30分　荒天中止
◆アート電車でひとめぐり
武蔵野美術大学の学生と子どもたちが制作し
た映像作品を上映します。公民館から出発し
たアート電車が、子どもたちの思い描いた駅
に停車していきます。
と　き　午前10時〜午後3時30分
◆きっぷを作ってアート電車に乗ろう
自分だけのオリジナルきっぷを作ります。
と　き　午前11時〜午後3時
◆ミニアート電車を作ろう
アート電車をモデルにしたペーパークラフト
を作ります。また、制作した電車の写真を撮
ることができます。
と　き　午前10時30分〜午後3時
◆ふるさと鉄道クイズラリー
小平ふるさと村を巡って各所に設置されたク
イズに挑戦します。答えあわせをすると、プ
レゼントがもらえます。
と　き　午前10時30分〜午後3時30分

中央公民館の連続講座「ジュニア大学」で制作したアート作品などの展示と、
武蔵野美術大学の学生によるワークショップを行います。
と　き　11月24日（土）〜25日（日）　ところ　小平ふるさと村
申込み　当日、会場へ（先着順）　問合せ　中央公民館☎ 042(341)0861

小平グリーンロードも秋に彩られ、落ち着きのある風景を見せていま
す。季節の変化を感じながら、のんびり歩いてみませんか。ゴールの
中央公園では、小平産野菜をはじめ、新鮮な秋の実りを直売する収穫
祭を開催します。
問合せ　小平市グリーンロード推進協議会事務局（産業振興課内）
☎ 042（346）9581

虐待を受けている子どもや虐待をしている保護者には、次のような特
徴が見られます。

児童虐待についての相談や、虐待を発見、疑いがあるときはご連絡ください。虐待
かどうかを確認する必要はありません。ご連絡いただいた方の情報が本人に漏れた
り、責任を問われることはありません。

警察☎ 110、救急☎ 119
小平児童相談所☎ 042(467)3711

児童相談所
全国共通ダイヤル ☎189

火曜から土曜日の午前10時から午後6時まで受け付けています。
ところ　小平元気村おがわ東
問合せ　子ども家庭支援センター（虐待ほっとライン）☎ 042（347）3192

いち　はや　く

子どもへの虐待は、子育ての不安や家庭の悩みから始ま
ることがよくあります。誰かに話すことで気持ちが楽に
なることもありますので、子どもと家庭の総合相談窓口
の子ども家庭支援センターへご相談ください。
問合せ　子ども家庭支援センター☎042（348）2102

□子どもの泣き叫ぶ声が頻繁に聞こえる
□不自然な傷や打撲のあとがある
□衣服や身体がいつも汚れている
□落ち着きがなく乱暴、情緒不安定である
□食事に異常な執着を示す
□表情が乏しい、活気がない
□夜遅くまで一人で遊んでいる
□家に帰りたくないそぶりがある

ちょっとした「目くばり」「気くばり」で、子どもを虐待から救えます。
「おかしい」と感じたら迷わずご連絡ください。

地域全体で虐待から
　　　　子どもを守ろう

子どもや保護者のこんなサインを
見落としていませんか

「虐待かな」と思ったらご連絡を

緊急時の場合 24時間　365日

虐待や虐待を疑われる子どもに気付いた場合

子育ての不安や悩みは
子ども家庭支援センターへ

未来へと　命を繋ぐ　189（いちはやく）

子ども

11月は児童虐待防止月間

晩秋の

開通　小平ふるさと鉄道
小平アートプロジェクト 2018

□地域や親族などと交流がなく、孤立している
□小さい子どもを家においたまま外出している
□体罰を正当化する
□子どもの養育に関して拒否的、無関心である
□子どものけがについて不自然な説明をする
□子どもがけがや病気になっても医者に見せようとしない
□気分の変動が激しく、子どもや他人にかんしゃくを爆発させる

保護者

新鮮な野菜がそろっています玉川上水緑道

小平ふるさと鉄道


